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序

福岡市の西部に位置する今宿平野を見下ろす山の麓には、400 基ほどの古墳が群

を成して残されています。また、歴代築かれた前方後円墳がよく保存されており、

平成 16年には ｢史跡 今宿古墳群｣ として一括指定されるに至りました。

しかし、群集墳の保存についてはこれからの課題として残されています。そこで、

福岡市教育委員会では、その分布について確認することとし、平成 16 年度から 4

年間をかけ、今宿地区古墳群詳細分布調査として調査を実施しました。本書はその

成果を報告するものです。この成果が、当地域の古墳群保存の基礎資料となるとと

もに、市民の皆様に貴重な文化財が身近な存在であることを実感して頂くための資

料として活用頂ければ幸いです。

平成24年3月16日
福岡市教育委員会
教育長   酒 井 龍 彦  
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はじめに

１  本書は、2004（平成 16) 年度から 2007( 平成 19) 年度にわたり、福岡市西区今宿地区所在古墳群

について福岡市教育委員会がおこなった、詳細分布調査の報告である。

2  調査は下記の通り、4次に亙り実施した。

今宿地区古墳群詳細分布調査 第 1次 ( 調査番号 0493)

今宿地区古墳群詳細分布調査 第 2次 ( 調査番号 0553) 

今宿地区古墳群詳細分布調査 第 3次 ( 調査番号 0660)

今宿地区古墳群詳細分布調査 第 4次 ( 調査番号 0759)

3  本調査は保存のための資料化を目的として、教育委員会埋蔵文化財第２課 (埋蔵文化財課 )が実

施したものである。作業は、関係各位のご理解とご協力のもと、円滑に遂行することができた。こ

の場で深く感謝申し上げる。

５ 調査は、以下の担当で実施した。

第 1次調査 加藤良彦、第 2次調査 加藤良彦 ･久住猛雄 (現文化財整備課 )、第 3次

調査 杉山富雄、第 4次調査 菅波正人

本書の編集は、各調査担当の協力を得て杉山がおこなった。

６  調査記録は、福岡市埋蔵文化財センターで収蔵管理し、利用に供する予定である。

凡 例

1  位置の表記は、現用の文化財分布地図 ･ 埋蔵文化財包蔵地管理システムとの整合性を考慮し、日

本測地系に基づく座標値で示した。なお、観測データは、WGS-84 座標系の値として記録されている。

2  表で用いる方位は国土座標の座標北であり、真北から 0°19′西偏している。図中に表記されてい

る方位は磁北であり、真北から 6°20′西偏している。
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1 今宿地区古墳群詳細分布調査の概要

(1) 調査に至る経緯

福岡市西区の南西端、今宿平野の丘陵部には、古墳時代各時期を通じ継続して前方後円墳が造営さ

れており、その重要性から順次史跡として指定されてきた。さらに平成 16(2004) 年度には、国史跡追

加指定にあたり ｢史跡 今宿古墳群 ｣として統合指定されるに至った。

一方、丘陵や山麓地には、群集墳も密に分布しており、大部分が市街化調整区域内にあることも幸

いしてよく保存されていることが知られている。しかし、近年平野部において大規模区画整理事業が

進行するなど、現状での保存に影響が及ぶ可能性が高まってきた。

このような状況を受けて、今宿古墳群として一体となった保存、史跡指定ための内容把握の必要性

から、2004( 平成 16) 年度から、国庫補助を受け、｢今宿地区古墳群詳細分布調査 ｣として、本地域の

古墳について分布調査を実施することとなった。

今宿地区古墳群

本書で ｢今宿地区古墳群 ｣とするのは、埋蔵文化財包蔵地として登録された範囲ではない。史跡今

宿古墳群 * を核とした地域は、西の千里 ･飯氏地区から、東の今宿青木地区までの広がりをもち、文

【註】  
* 史跡今宿古墳群の構成
墳は、丸隈山古墳、大塚古
墳(今宿大塚古墳)、鋤崎古
墳、飯氏二塚古墳、兜塚古
墳、山ノ鼻１号墳、若八幡
宮古墳

130°1

1km0

0493 0553

0660

0759

化財分布地図 (第２版 

1998 年 3 月 ) に拠れ

ば、古墳群 53 群を含

む。このため、史跡今

宿古墳群を核とした地

域に分布する古墳 ･古

墳群の総称として使用

したものである。

0493  詳細分布調査第1次調査区 　　0553  詳細分布調査第2次調査区
0660  詳細分布調査第3次調査区 　　0759  詳細分布調査第4次調査区

図 1 今宿地区古墳群詳細分布調査地の位置 (1：50,000)
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(2) 調査の概要

 対象地域

先述した今宿地区古墳群の範囲は、古墳の分布からいうと、今宿平野に面した地形に立地する全て

を含む範囲である。これを行政区画からいうと、西から大字千里、大字飯氏、大字周船寺、大字徳永、

大字女原、今宿町、今宿上ノ原、今宿青木の地域が含まれる。

地形環境

現在みる今宿平野のうち、海側の平地は近世に行われた干拓の結果である。往時は今津湾岸に発達

した陸繋砂州により形成された潟湖や後背湿地が前面に広がり、さらに砂丘を隔てて今津湾を望む景

観であったものと復原できる。ここに向かい、鐘撞山 (314m) あるいはさらに南の高祖山 (416m) から

派生する尾根が樹枝状に延び ､その間に谷底平野が発達する。上に掲げた各行政区画はほぼその平野

を単位としているといえる。また、東を区切る山麓地形は長垂丘陵へ続き、海岸まで、早良平野との

間を完全に遮断している。

このなかで古墳は、地形分類からすると、段丘から丘陵、山麓地、小起伏山地へと続く地形に立地

している *。その最高所は標高 170m、最低所は標高 10m の位置にある。

既往の分布調査

福岡市教育委員会は、当該地域における組織的な分布調査を 2度にわたり実施している。

1968年度分布調査    最初の分布調査は、1968( 昭和 43) 年度実施した。西区から早良区にかけて

の地域を対象に実施し、『福岡市埋蔵文化財遺跡地名表 第 1 集』( 福岡市埋蔵文化財調査報告書第 6

集  1969 年 3 月 ) として報告した。報告において、今宿 ･周船寺地区では、古墳群 13 群、古墳数は

単独墳を含め 168 基を登録する。なお、32 基は調査時点で消滅しており、伝聞に基づく数である。

1981年度分布調査    続く調査は、1981( 昭和 56) 年度実施したものである。これは、市内全域を 6

地域に分割し、6カ年で次実施したうちの第 4次調査で、今宿平野から志摩半島までの範囲を対象とし、

『福岡市文化財分布地図 西部Ⅱ』(1982 年 ) として刊行した。この 6 冊の刊行により、埋蔵文化財周

知化のための資料が市内全域について整備されることとなった。本分布地図はさらに、初版刊行後の

情報に基づく改訂を行い、『西部Ⅱ』については 1994( 平成 6) 年度、第２版として刊行した (1995 年

3 月 )。この時点で、当該域内の古墳群は 54 群、単独墳を含め古墳 357 基を登録した。なお、この間

も個別発掘調査に伴う周辺調査、福岡県による調査等もあり、上記に至る資料の集積がなされてた。

この後、埋蔵文化財包蔵地について、情報システム化事業が行われ、2000( 平成 12) 年度以降、埋

蔵文化財包蔵地に関する情報は、電子化したかたちで管理している。

調査の方法

今回調査は、ここまでの成果を基盤とし、その確認と追補という作業を主として行った。現地作業

では、各古墳ごとに調査の通し番号 (調査番号 )を付し管理することとし、各調査地点 (古墳 )毎に

調査票を作成し現況、構造について観察、記載し、写真撮影及び位置の記録を行った。このなかで、

1981 年度実施分布調査で文化財調査票の作成されたいるものについては、それを複写、調査票として

追記を行った古墳もある。

GPSの利用 古墳は、山林など対照できる地物がないか、見通しの利かない地形や植生中に所在す

ることが多く、目視による方法では位置精度に問題があることから、位置の記録に GPS を利用するこ

ととなった。

GPS 装置は、ディファレンシャル GPS 機能があり、公称精度 0.5 ｍとされる機材を使用した。実際

【註】 * 『福岡市土地分類細部調査報告』 1889 福岡市
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の作業にあたっては、観測値には観測衛星数 4以上、DOP( 幾何学的精度の係数 ) 2 以下のときの値を

採用するという基準の下、古墳ごとに観測を行った。観測点は墳頂部の位置を原則としたが、石室の

破壊などで墳頂部を離れた位置での観測を余儀なくされたものも多い。また、植生、地形により電波

障害が発生し *、観測条件を充分満たしながら観測値の散布域が大きくなってしまうなどの現象が各

所で発生し、その取扱に苦慮することがあった。そこで、当初 1地点観測 1回としていたものを途中

から、30 計測の平均を 1 観測とし、1 地点について複数観測を行い ( 基本 5 回 )、その平均値を採用

するよう手順を改めた。また、明らかな異常値については再測も行った。さらに、アンテナポールを

2 倍ほど高いものにするなどした。しかし、地形、植生の条件に加え作業日の電波状態の要素も加わ

り。安定した観測値を得るまでに非常な時間を要する地点も多々あり .すべての地点において充分な

観測をすることはできなかった。

調査の概要

第1次調査 ( 調査番号 0493) 2004( 平成 16) 年度調査として 2005 年 3 月 15 日から 3 月 28 日まで

実施した。飯氏古墳群を対象とし、26 地点について確認、記録を行った。

第2次調査 (調査番号 0553) 2005(平成17)年度調査として2005年12月7日から2006年3月29日まで

実施した。千里地区から飯氏、徳永地区、および女原地区の一部を対象として行い124地点について確

認、記録を行った。

第3次調査 (調査番号 0660) 2006(平成18)年度調査として2006年12月15日から2007年3月9日まで

実施した。女原地区から今宿町地区および、今宿上ノ原地区の一部を対象として行い239地点について

確認、記録を行った。

第4次調査 (調査番号 0559) 2007(平成19)年度調査として2007年12月6日から2008年3月28日まで

実施した。今宿上ノ原、今宿青木地区を対象として行い24地点について確認、記録を行った。

資料整理

今回分布調査成果の整理にあたって、先の 2 回の分布調査成果のほか、1981( 昭和 56) 年度実施の

分布調査で作成した文化財調査票を参照した。全古墳について記録されているわけではないが、大部

分の古墳について参照できた古墳群もある。

位置観測資料については、調査の項で触れた観測値の振れについても検討を行った、また観測精度

についても確認を行った。その検討のため、軌跡記録を再現して点検する作業も行ったが非常な時間

を要することとなった。この作業で、異常値を排除し、軌跡中から採録できる値がある時はその値を

抽出するなどして補正を行った。観測量の小さな地点については作業のできなかったものがある。

なお、電波状態が不良であった地点について、後に確認調査を行なって得た実測図と照合したとこ

ろ、最大で数 mの差を生じていた。古墳分布のまばらな地点では、この差は目視による精度をはるか

にしのぐものだろうが、古墳の密集する場所では相対的なな位置関係の精度を保つことができない可

能性がある。このあたり (場所 )は示すことができるとしても、ここ (点 ) は示すことのできないこ

とがある。別の簡便な観測手段も取り入れて、現地の状況に応じた観測、記録を工夫する必要がある。

【註】 

* 葉の茂った森の中では受信強度の低下が著しく、測位不能となることがある。 山の稜線

は若干の反射、回折現象を引き起こす。(土屋淳ほか 2002 『新 ･GPS 測量の基礎』)
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2 調査の成果

(1) 古墳群の登録改廃
現地踏査、資料整理の結果、古墳群 69 群、単独古墳 8基を確認、登録した。古墳総数は 495 基とな

るが、うち 98 基は消滅している。このなかで記録による保存がなされたものが 56 基ある。別に、伝

聞などが残るが、位置の特定できないものがある。

古墳群は、1群を登録から抹消し、新たに 16 群を追録した。古墳は、17 基を登録から抹消した。現

地確認の結果、立地の可能性が無い、古墳では無いと判断したものである。また、151 基を追加登録

した。

調査の成果を、今宿地区古墳具分布地図、今宿地区古墳群地名表にまとめ、資料を付す。

(2) 今宿地区古墳群分布地図  付図1･2、3(データ)

分布地図は、縮尺 5000 分の 1の縮尺で作成し、東部と西部の 2葉に分割印刷した。別に全部を同縮

尺のデータとして添附する。

基盤図は、現在文化財分布システムで用いているもので、2006( 平成 17) 年度時点の都市計画図で

ある。

現存する古墳は● (赤 )、現存しない古墳は○ (赤枠 )で示す。

古墳を示す番号は、今回調査に用いた調査番号である。後掲する地名表は、この調査番号順に配列

した。また、別に、古墳群索引 (表 1 ※呼称順 )、古墳索引 (表 18 ～ 21 ※群番号 -墳丘番号順 )を

付す。

(3) 今宿古墳群地名表 表2～17、付表1(データ)

表は調査番号順に配列した。別に、古墳群別構成墳の表を付した(表 18～21)。

表中の項目は以下の内容である。

群番号(古墳群番号)   古墳群は埋蔵文化財登録番号で表示する。個別古墳を識別する埋蔵文化財番

号 ( 副番号 ) を組み合わせデータ管理に供するものである。
内部施設    〔 〕で記すのは、分類、説明である。( ) で記すのは内容が不明確のものである。

墳丘規模    円墳では墳丘径、前方後円墳では墳丘長。

開口方向    奥壁から羨道を見通した石室中軸線の方向とした。調査時は磁北で記録するが、偏角に

より較正し座標 (日本測地系 )北からの方位角を掲載した。数値の無いものは方位を記述する。石室

抜き跡を計測したものなどもある。

所在    資料の精度から、地番まで調査できなかった。字までを記すが、字図精度、古墳位置精度か

ら、境界部での位置関係は絶対的なものではない。

発掘調査番号   実施された発掘調査の調査番号である。

(4) 石室略測図  図7～15

調査で作成した調査票の記録から、比較的遺存状態の良好な石室の略測図を複写して示す。また、

1981( 昭和 56) 年度実施分布調査の記録からも抽出、調査番号順に配列した。略測図はすべてが揃っ

ているわけではなく、調査の状況により記録に残すことができなかったものも多い。また、図の精度

も同じ理由でまちまちである。このため、寸法等の記述はできる限り残しながら、寸法に従い約 100

分の 1の縮尺に統一している。
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表2　今宿地区古墳群地名表  1 
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表3　今宿地区古墳群地名表  2 
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表4　今宿地区古墳群地名表  3 
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表5　今宿地区古墳群地名表  4 



17

※単位は m



18

表6　今宿地区古墳群地名表  5 
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表7　今宿地区古墳群地名表  6 
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表8　今宿地区古墳群地名表  7 
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表9　今宿地区古墳群地名表  8 
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表10　今宿地区古墳群地名表  9 
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表11　今宿地区古墳群地名表  10 
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表12　今宿地区古墳群地名表  11 
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表13　今宿地区古墳群地名表  12 
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表14　今宿地区古墳群地名表  13 
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表15　今宿地区古墳群地名表  14 
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表16　今宿地区古墳群地名表  15
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表17　今宿地区古墳群地名表  16

福岡県教育委員会　　『今宿古墳群』福岡県文化財報告書第 38 集 1969
福岡市教育委員会　　『福岡市埋蔵文化財地名表 第 1集 ～福岡市西部地域の遺跡分布調査の概要～ 1969
福岡市教育委員会　　『丸隈山古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 10 集 1970
福岡県教育委員会　　「若八幡宮古墳 ｣今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告書第２集 1971
福岡市教育委員会　　『相原古墳群』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 28 集 1974
福岡県教育委員会　　『今宿小塚遺跡』今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告書第５集 1977
福岡市教育委員会　　『徳永アラタ古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 56 集 1980
福岡市教育委員会　　『福岡市文化財分布地図 (西部Ⅱ )』 初版 1982
福岡市教育委員会　　『鋤崎古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 112 集 1984
福岡市教育委員会　　『丸隈山古墳Ⅱ』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 146 集 1986
福岡市教育委員会　　『山ノ鼻１号墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 309 集 1992
福岡市教育委員会　　『山ノ鼻２号墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 353 集 1993
福岡市教育委員会　　『相原古墳群２』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 351 集 1993
福岡市教育委員会　　『飯氏二塚古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 435 集 1995

〔今宿地区古墳群関係埋蔵文化財調査報告書 ･分布地図〕



41
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徳永古墳群調査会　　『徳永古墳群３・女原上ノ谷製鉄址』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 436 集 1995
福岡市教育委員会　　『福岡市文化財分布地図 (西部Ⅱ )』 改訂２版 1995
福岡市教育委員会　　『兜塚古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 474 集 1996
福岡市教育委員会　　『谷上古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 499 集 1997
福岡市教育委員会　　『鋤崎古墳群２』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 506 集 1997
福岡市教育委員会　　『飯氏古墳群Ｂ群第 14 号古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 584 集 1998
福岡市教育委員会　　『飯氏古墳群Ｂ群第 14 号墳調査報告書 (２)』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 615 集　　1999
福岡市教育委員会　　『鋤崎古墳群３』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 697 集 2001
福岡市教育委員会　　『鋤崎古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 730 集 2002
福岡市教育委員会　　『飯氏二塚古墳２』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 780 集 2003
福岡市教育委員会　　『兜塚古墳２』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 833 集 2005
福岡市教育委員会　　『徳永古墳群４』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 913 集 2006
福岡市教育委員会　　『徳永古墳群５』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 1020 集 2008
福岡市教育委員会　　『飯氏古墳群 3･ 女原古墳群 1』福岡市埋蔵文化財調査報告書第 1108 集 2011
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表18　今宿地区古墳群構成墳一覧  1 
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表19　今宿地区古墳群構成墳一覧  2
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表20　今宿地区古墳群構成墳一覧  3 
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表21　今宿地区古墳群構成墳一覧  4
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図 7 石室略測図 1
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図 8 石室略測図 2
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図 9 石室略測図 3
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図10 石室略測図 4
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図11 石室略測図 5
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図12 石室略測図 6
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図13 石室略測図 7
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図14 石室略測図 8
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図15 石室略測図 9
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